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報
　
寅
都
帝
醸
大
學
繕
桑
索
書
疫
興
式
及
史
選
科
離
業
生
譲
吏
會
　
第
四
號

語
原
ド
爾
で
る
管
見
し
に
於
て
、
座
り
愚
源
ば
事
変
に
ぜ
よ
、
座
な
ろ
名
稽

は
野
薄
古
し
ε
も
悪
は
れ
す
、
商
工
業
の
座
の
名
禰
の
如
き
も
今
日
ま
で
に

鎌
倉
時
代
の
末
期
に
現
は
れ
馨
る
を
初
見
こ
す
れ
こ
も
、
し
か
も
其
事
實
は

此
頃
に
始
り
し
に
非
す
、
庫
は
民
間
の
総
評
な
れ
ば
如
何
な
る
霧
合
に
座
の

語
を
用
ひ
し
ゃ
存
知
ろ
事
は
嘗
颪
の
開
瞭
な
り
、
さ
れ
ば
差
回
の
摩
席
の
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
リ
　
へ

味
以
外
に
用
ひ
ら
れ
し
例
を
墾
げ
ん
に
建
武
総
間
諜
に
載
ゼ
れ
る
二
條
洌
原

⑳
黙
コ
座
・
三
・
証
跡
叢
」
の
座
も
、
罧
雪
舞
の
剛
臆
の
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
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も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

も
法
然
の
信
ノ
座
，
行
ノ
座
へ
悉
く
「
組
」
ご
言
ふ
意
味
に
外
な
ら
す
、
春
臼

り
　
も
　
も
　
も

淋
紅
丈
書
正
臓
五
年
＋
一
只
の
興
野
寺
木
工
兼
就
工
の
解
状
に
見
ゆ
う
座
の

、
些
事
も
興
編
毒
大
乗
院
組
の
大
工
東
大
寺
紺
の
大
工
ご
言
ふ
に
異
な
ら
す
し

て
要
す
る
に
二
以
上
同
一
の
事
業
に
從
ふ
者
の
組
合
寸
」
言
ふ
意
な
り
、
さ
れ

ば
組
の
意
味
に
於
け
る
座
は
必
ず
し
も
赴
寺
に
關
係
あ
る
も
の
に
限
れ
る
に

非
す
假
令
ひ
瀧
寺
に
閥
係
あ
嚇
ミ
す
う
も
敢
て
神
聖
な
る
座
席
を
意
味
で
る

も
の
に
罪
す
亡
曽
獅
へ
り
O
〔
中
村
〕

桑
　
　
　
　
報

　
　
、
㊥
京
都
帝
國
大
駈
卒
業
談
書
駒
與
式
及

　
　
　
　
兜
町
科
卒
業
生

京
都
帝
國
大
指
に
於
て
は
去
七
月
十
ご
日
卒
業
謹
書
授
興
式
を
暴
行
し
各
科

一
山
乱
入
　
　
（
七
二
〇
）

準
遜
境
四
百
七
＋
名
に
卒
業
四
書
を
授
費
し
六
り
・
し
が
、
常
日
ぼ
御
名
代
久

翫
営
邦
彦
王
殿
下
選
書
あ
ら
也
ら
れ
、
髭
根
野
侍
従
よ
り
優
等
卒
業
生
に
恩

賜
品
ウ
授
興
ゼ
れ
ら
ぬ
り
。
蓼
科
大
土
更
結
盟
卒
業
生
に
は
國
更
學
轟
攻
に

紳
浦
萬
十
鄭
氏
、
松
野
蝿
慧
智
、
阪
洋
史
墨
・
導
攻
に
営
崎
市
鄭
馬
、
地
理
攣

専
攻
に
下
田
胡
弓
氏
あ
り
、
其
他
遡
科
卒
業
生
に
は
西
洋
史
學
轟
攻
・
ト
大
久

保
一
峰
氏
、
最
近
世
史
蓉
攻
に
竹
林
、
蕪
彦
氏
あ
り
、
爾
史
攣
寮
母
生
（
國
更

即
製
攻
）
古
田
頁
一
氏
は
次
學
年
も
蕪
待
寓
生
に
選
定
也
ら
れ
れ
り

　
　
　
⑲
モ
リ
ソ
ン
文
庫
購
入

　
支
那
致
府
の
政
治
忍
野
モ
噂
ソ
ン
氏
の
藏
書
全
部
激
萬
巻
は
今
回
、
男
総

角
崎
小
町
暴
馬
三
十
五
萬
圓
を
以
て
買
受
く
る
こ
・
こ
な
り
、
石
田
衣
學
工

の
手
に
よ
り
．
筏
書
籍
目
録
り
調
査
を
経
り
、
八
月
三
十
H
其
受
渡
・
し
を
嫁
・
し

馨
り
建
云
ふ
。
モ
サ
ソ
ン
交
野
ほ
多
年
の
霊
獣
に
係
協
政
治
、
経
濟
、
法
律

、
産
業
、
歴
史
地
理
、
動
癒
物
に
至
る
汽
で
支
那
に
開
係
あ
ろ
も
の
を
悉
く

綱
羅
し
あ
り
ミ
云
ふ
。

醗
讃
史
會
ρ

例
曾
　
六
月
廿
五
日
午
後
六
時
よ
岡
學
俊
集
會
霧
に
於
て
あ
業
生
の
豫
鰹
を

兼
a
て
開
く
、
來
會
者
コ
．
浦
、
喜
田
両
博
士
，
西
田
講
廓
、
滴
原
，
魚
澄
、

中
村
三
學
士
、
紳
浦
、
松
野
，
下
川
、
辰
馬
　
牧
、
密
森
、
古
出
、
桑
原
、

鈴
木
、
糎
原
の
諸
君
菰
擁
’
、
二
上
左
の
講
演
あ
り
て
十
時
牛
場
景
す
。

ボ
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榮
華
勒
語
は
紫
式
部
の
作
に
あ
ら
す
や
ε
の
訳
に
就
て
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ミ
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淋
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萬
十
鄭
君

榮
華
物
語
は
そ
の
丈
章
及
び
結
構
等
確
に
弔
安
奇
怪
の
文
豪
の
露
な
る
べ
く

殊
に
そ
の
中
に
紫
式
鄙
の
日
記
を
著
し
く
引
用
し
且
つ
源
冠
物
語
中
の
事
を

引
用
也
る
点
よ
り
、
こ
の
物
語
を
以
て
紫
式
部
ご
假
想
で
る
も
あ
な
が
ち
に

空
論
に
潜
る
堅
し
、
替
れ
こ
も
こ
の
物
語
ε
鋸
式
都
日
記
ご
を
微
細
に
鉗
照

す
．
る
時
は
両
者
の
間
に
一
見
同
様
写
る
が
如
く
に
し
て
而
も
事
實
の
相
違
す

る
駈
、
或
に
一
事
實
に
封
ず
る
時
間
的
差
異
等
あ
り
て
こ
の
こ
書
の
映
・
し
て

同
一
人
の
手
に
．
な
り
し
も
の
に
奔
ざ
ろ
を
知
る
、
且
つ
源
氏
物
語
或
に
紫
式

熱
日
記
の
文
ご
榮
華
物
語
の
女
亡
を
劉
照
す
る
も
亦
明
か
に
別
人
の
手
に
成

れ
ろ
あ
、
想
ふ
云
々
。
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吉
晴
を
去
る
迄
の
尽
日
の
略
簿
　
　
　
　
　
松
野
　
蓮
細
君

　
塔
寺
は
慮
薦
骨
二
年
に
水
曜
毒
七
代
存
加
の
第
一
子
棄
し
て
生
れ
六
歳
に

至
り
て
實
母
に
離
れ
、
そ
れ
よ
り
綴
母
の
手
に
育
て
ら
れ
冷
遇
守
㌦
貧
困
ご
に

よ
り
て
辛
苦
の
中
に
生
立
ち
罵
り
。
當
時
は
山
門
よ
り
の
早
追
甚
し
か
り
・
し

六
め
本
願
寺
に
極
度
の
磯
衰
を
來
ぜ
・
し
時
な
り
・
し
に
彼
出
で
て
一
代
の
間
に

覚
ハ
山
守
を
隆
盛
塚
ら
し
め
し
な
り
。
最
一
初
W
弘
敏
の
謀
に
漏
輿
か
」
り
・
し
者
は
近
江
金

ヶ
森
の
道
西
な
り
。
斯
く
て
所
譜
無
墨
流
な
る
も
の
を
唱
へ
て
次
第
に
信
徒

を
作
り
・
し
に
、
出
門
の
償
る
所
こ
な
り
て
寛
正
六
年
大
谷
は
破
却
の
難
に
遇

ひ
、
蓮
如
は
其
れ
よ
り
江
洲
所
々
に
流
浪
・
し
て
文
明
元
年
漸
く
三
弾
の
近
松

二
幅
＝
懸
　
　
彙
　
報
　
　
謹
史
會

寺
の
傍
に
落
付
き
れ
り
。
丈
明
一
二
年
迂
松
を
立
脚
で
て
北
國
に
赴
き
越
前
吉

崎
F
一
坊
を
構
へ
て
盛
ん
匹
・
北
地
に
信
徒
を
作
れ
り
。
當
時
越
前
は
朝
倉
ご

甲
斐
“
」
の
戦
争
あ
り
て
頗
ろ
零
れ
、
叉
轟
野
寺
門
徒
ぜ
本
願
毒
門
徒
ξ
の
争

論
あ
り
て
加
賀
り
主
富
樫
政
親
は
專
修
孝
門
徒
を
援
け
、
何
ミ
嫁
く
不
稔
り

形
勢
あ
り
し
を
以
て
吉
崎
に
於
て
は
醗
一
の
際
の
防
備
こ
し
て
要
害
を
構
へ

戴
夘
1
1
門
徒
等
を
・
し
て
必
要
の
瘍
合
に
ほ
佛
揖
の
カ
め
一
命
を
捨
て
・
合
戦

す
べ
再
」
事
を
混
ぜ
り
O
斯
く
て
両
門
「
徒
は
敦
艘
に
㎜
戦
端
を
關
門
く
に
至
り
、
賄
蓮
夘

は
丈
明
七
年
を
以
て
吉
崎
を
去
ろ
の
巳
む
を
得
ざ
る
に
至
れ
り
云
々
Q
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折
紙
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
申
村
　
墨
・
士

　
用
紙
を
横
二
つ
に
折
り
て
使
用
す
る
折
紙
の
起
源
を
考
ふ
る
に
二
様
あ
る

べ
し
。
其
第
一
は
挙
安
朝
末
期
に
既
に
・
山
仔
点
仕
し
六
り
・
し
も
の
に
・
し
て
、
（
丘
ハ
範

記
保
元
二
年
八
月
九
日
、
同
廿
四
欝
）
交
名
、
油
進
、
次
第
・
目
錐
。
勘
丈

等
（
束
鑑
元
暦
元
年
九
月
十
九
日
、
明
月
記
正
治
二
年
八
月
十
五
日
）
に
用

び
ら
れ
れ
り
、
輩
し
翌
紙
を
使
用
す
ろ
事
よ
り
も
便
宜
に
・
し
て
旦
用
紙
を
節

約
〔
得
る
が
れ
め
電
ら
ん
，
其
第
二
は
室
町
時
代
以
來
多
く
現
は
る
・
も
の

に
・
し
て
公
私
各
種
の
衣
害
を
折
紙
に
認
め
む
も
の
之
な
り
。
其
近
畿
附
近
の

・
も
の
、
中
、
最
も
古
銑
・
は
，
多
団
院
交
堂
田
、
】
貝
治
二
年
山
ハ
月
早
ユ
臼
一
難
臨
禰
右
衛

門
平
定
飴
の
土
地
寄
甦
状
主
殿
臆
説
藏
丈
書
、
豆
州
二
年
二
月
四
日
俊
々
木

氏
（
鰍
）
連
行
平
等
に
・
し
て
、
．
朝
駆
こ
て
南
北
朝
以
後
め
も
砂
な
り
〔
が
、
黒

熱
博
士
の
注
意
に
よ
り
て
九
髄
州
地
方
に
は
特
別
に
獲
達
・
し
，
欝
倉
時
代
以
來

第
四
號

一
六
九
　
（
七
一
二
）



第
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藁
　
報
　
　
譲
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曾

各
種
の
備
畜
使
用
ぜ
ら
れ
ぬ
り
し
を
知
る
。
帥
．
申
邸
家
守
女
書
ド
は
、
氷
仁

五
年
十
月
甘
干
日
盛
経
F
知
朕
、
乾
元
二
年
後
四
月
十
七
H
姦
盗
學
即
日
行

状
，
正
中
二
年
七
月
十
八
口
少
球
惑
雲
ド
知
状
の
如
き
あ
り
、
西
高
辻
文
書

に
は
寳
徳
二
年
夘
月
三
h
の
丈
書
に
下
文
の
形
式
を
探
れ
る
も
の
あ
り
ぐ
共

何
故
に
鎮
西
地
方
に
か
・
る
特
殊
の
擬
遙
あ
り
し
ゃ
は
閉
か
な
ら
ざ
れ
こ
も

兵
馬
倥
偲
に
際
己
、
生
活
に
鹸
裕
の
少
か
“
し
籍
等
は
其
一
因
六
ら
さ
る
べ

き
か
。
患
ふ
に
二
丈
書
の
形
式
、
用
紙
、
用
語
等
の
上
に
現
は
る
、
地
方
的

色
彩
を
研
究
す
る
事
も
亦
古
丈
愈
円
墨
・
上
看
渦
｝
で
べ
か
ら
胡
ご
る
べ
・
し
O
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偽
証
翔
製
鋭
の
劃
離
に
就
イ
＼
　
　
　
　
　
梅
原
　
末
治
君

　
去
る
山
岡
日
μ
し
て
日
，
概
島
津
東
成
篇
語
幹
仙
町
堂
7
命
　
脳
な
ろ
飴
門
中
M
川
の
7
柵
戸
堤
取
…
朋

・
し
工
事
の
際
慢
見
ゼ
る
領
得
に
獲
て
先
呂
、
小
川
敏
授
、
濱
閏
助
漱
授
に
從

び
て
調
査
な
し
℃
り
。
黎
掘
ら
位
置
は
堤
の
南
方
に
旛
・
し
て
表
面
下
約
二
十

尺
の
所
に
横
は
り
、
そ
の
下
に
接
し
で
、
木
之
榮
の
癬
あ
り
。
講
選
は
大
な
る

、
擁
の
木
〃
剴
り
六
る
二
大
部
を
接
合
し
で
、
、
所
々
長
七
寸
余
の
餓
釘
を
用
み

て
作
り
☆
る
も
の
，
線
楚
四
＋
四
尺
四
寸
、
幅
最
も
廣
ぎ
部
分
に
て
六
尺
を

超
ゆ
、
非
常
に
珍
ら
し
き
雲
気
な
り
。
此
の
製
作
の
年
代
に
就
て
は
飽
に
比

較
す
ろ
耕
料
殆
ん
こ
な
き
を
以
て
明
な
ら
ざ
る
も
、
種
々
の
点
よ
り
考
へ
仁

徳
際
榊
時
代
に
上
り
能
は
ざ
る
も
奈
艮
朝
を
下
る
も
の
に
は
非
ざ
ら
ん
。
或

人
が
同
じ
暦
よ
覇
慶
長
の
五
輪
塔
出
で
隠
れ
ば
新
・
し
き
も
の
な
り
ミ
云
ふ
も

此
の
塔
は
地
瓦
下
鞘
四
十
尺
内
外
の
所
よ
り
出
で
高
麗
も
異
な
れ
ば
探
う
に

第
四
號

一
七
〇
　
（
七
二
二
）

足
ら
ず
。
ま
れ
馴
船
側
面
の
彩
色
あ
吟
ど
笠
ふ
説
も
、
小
川
博
士
の
鑑
定
に

叢
れ
ば
土
中
の
育
苗
鐵
の
爲
周
園
に
か
、
る
色
を
美
し
糞
詰
な
コ
、
の
、
、
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
探

な
り
曇
々
。

爾
船
の
實
倉
庫
．
爲
恩
誼
冷
示
し
て
設
明
ぜ
纏
。

　
　
　
　
伽
懸
顧
瀞
玉
器
P
蜘
で
　
　
　
　
　
⊃
瀞
働
ヤ

　
北
野
憩
就
に
ほ
寳
徳
元
年
よ
り
江
戸
時
代
ま
で
の
口
甜
め
り
。
二
は
未
だ

一
般
に
利
用
ぜ
ら
れ
ざ
る
史
料
隷
り
。
余
は
そ
の
中
に
て
嘉
徳
頃
よ
纏
慶
長

頃
ま
で
を
見
糞
り
し
が
。
こ
の
時
代
は
一
般
の
垂
料
の
鋏
乏
謀
る
時
代
な
れ

ば
こ
れ
だ
け
の
も
の
に
て
も
種
々
の
意
味
に
於
て
貴
重
な
る
資
料
を
供
す
。

こ
れ
に
よ
り
て
當
時
の
北
野
赫
融
ビ
、
旗
門
ε
の
關
係
　
祭
騨
等
を
知
る
を

得
べ
く
、
叉
幕
府
を
始
め
、
下
っ
て
口
遊
盛
艮
の
崇
敬
深
か
り
・
し
こ
寸
、
を
見
ら

る
。
憩
譲
の
こ
ご
は
悉
く
ば
載
せ
ら
れ
ざ
れ
こ
も
、
問
題
に
上
り
・
し
も
の
は

諸
國
に
｝
閉
り
て
億
載
ぜ
ら
れ
て
紳
計
の
纏
濟
事
情
を
接
す
べ
し
u
西
京
の
町

・
入
は
北
野
り
仙
人
に
し
て
，
幕
府
の
保
護
を
受
け
れ
り
。
叉
余
は
以
前
よ
り

座
の
信
託
に
就
き
て
從
來
の
研
究
を
以
て
鷺
足
押
す
・
し
て
、
組
合
ε
云
ふ
意

を
有
也
し
も
の
な
ら
ん
ご
考
べ
居
儲
り
し
炉
、
こ
の
考
を
確
む
べ
き
材
料
を

も
こ
の
託
録
の
中
に
得
れ
9
0
史
筆
こ
な
ろ
べ
き
こ
亡
に
就
て
蓮
ぶ
れ
ば
．

三
時
の
渡
世
は
全
く
後
鳥
羽
院
の
崇
に
よ
り
て
な
り
ε
の
速
信
あ
り
・
し
こ
ε

北
野
の
瀞
が
三
哲
の
紳
ぜ
こ
て
丈
學
者
の
崇
敬
煙
亡
こ
ミ
、
特
に
足
利
義
雛

の
信
仰
篤
く
、
同
人
の
最
期
に
果
て
興
味
あ
る
記
事
筆
あ
り
」
．
黙
認
憩
の
關



係
よ
噂
古
來
特
に
こ
の
沸
龍
に
て
馨
を
立
つ
ろ
し
ε
一
般
に
行
は
れ
、
從
っ

て
熊
野
の
牛
玉
の
如
く
北
野
の
牛
玉
あ
り
て
、
田
紙
も
母
堂
岡
じ
云
々
Q

　
　
　
⑭
京
郡
府
の
吏
蹟
調
査
事
業

　
京
都
麿
に
於
で
は
、
さ
き
に
木
内
知
事
の
撰
議
に
よ
り
史
蹟
勝
地
調
査
曾

を
起
し
、
管
囚
の
薄
蹟
勝
地
の
調
査
及
び
保
存
を
計
劃
・
し
、
京
都
帝
國
大
廟

内
田
、
ご
．
浦
，
内
藤
の
三
博
士
、
爽
回
天
學
の
黒
板
博
士
、
久
保
田
京
都
帝

室
博
物
舘
長
、
薩
．
他
碓
非
小
三
鄭
、
田
中
勘
兵
爾
民
等
を
詳
議
負
ξ
し
、
和

田
理
雍
営
を
韓
寡
長
ミ
こ
，
西
田
、
紳
浦
二
丈
學
士
、
梅
原
夫
治
氏
調
杳
萎

員
ピ
し
て
其
事
に
當
り
、
先
づ
蔦
野
蚕
よ
り
粥
始
し
て
共
各
村
の
証
毒
陵
塞

古
墳
塵
事
等
廣
く
歴
史
的
遽
蹟
に
っ
善
細
騎
な
ろ
調
査
ウ
．
な
し
つ
・
あ
り
し

が
，
E
ド
其
申
、
太
秦
村
、
小
野
郷
村
，
中
川
村
等
の
調
査
亭
絡
了
～
れ
り

　
　
　
　
も
　
　
セ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
や
　
　
へ
　
　
む
　
　
も
　
　
ヵ
　
　
も

　
　
　
⑭
京
都
前
垂
會
夏
期
講
演
會

　
子
欝
清
陶
磁
欝
氏
を
身
長
ミ
ぜ
る
京
都
史
蹟
暫
は
去
八
月
汁
｝
日
よ
り
囚

日
間
北
野
融
赴
妙
三
春
、
塘
影
寺
及
、
寳
塔
等
に
鞭
て
第
＝
．
回
夏
期
講
演
宵

を
開
催
し
、
史
蹟
の
踏
査
を
も
な
し
、
第
三
日
に
総
則
組
中
に
よ
り
て
催
、
馬
糧

ハ
伊
勢
ノ
海
）
及
朗
詠
（
瀧
冷
シ
）
を
演
奏
し
☆
り
こ
が
、
識
礁
者
四
百
五
＋

名
、
各
繍
就
會
階
級
の
人
あ
幡
羅
し
れ
り
、
講
師
演
題
等
左
の
如
・
し
。

　
　
徳
川
時
代
ド
於
け
る
京
都
経
濟
學
説
　
　
　
　
　
瀧
本
　
誠
［
氏

　
　
室
町
時
代
の
R
春
蚕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
周
行
氏

違
二
巻
　
　
藁
報

挙
安
朝
時
代
に
於
け
る
貴
族
の
家
庭
敬
麿

卒
安
朝
に
於
け
る
謡
物
に
嘗
て

史
蹟
上
よ
の
見
れ
る
京
焼

京
都
に
於
け
ろ
本
草
學
者
の
事
蹟

囎
氷
上
郡
志
編
纂
概
況

中
村
直
勝
氏

林
森
太
鄭
氏

碓
井
小
三
鄭
氏

無
村
　
　
出
氏

　
兵
慮
螺
氷
上
郡
丹
波
史
談
會
に
於
て
は
大
正
四
年
＋
｝
月
大
典
寵
念
蔦
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

て
郡
志
編
纂
の
議
を
庚
C
、
郡
の
補
助
を
得
て
、
翌
年
早
々
永
田
樹
興
氏
を

編
纂
主
任
こ
し
、
史
談
置
畳
髪
長
近
藤
九
一
鄭
二
野
秘
め
同
量
理
編
の
諸
氏

編
纂
委
負
会
し
て
着
々
事
業
の
進
捗
を
計
り
・
し
が
、
串
途
に
乙
て
主
任
永
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
へ
　
も
　
へ

氏
病
に
罹
り
し
ょ
り
、
九
月
よ
り
財
田
五
二
氏
を
主
任
こ
し
て
寓
業
を
轍
績

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
を
　
ヘ
　
へ

ぜ
・
し
が
、
同
時
に
從
來
の
霞
針
を
一
病
し
、
三
浦
博
士
を
顧
問
に
囑
謡
こ
、
柏

原
町
以
下
各
町
村
の
古
老
癒
着
を
史
談
會
委
員
の
名
説
の
下
に
事
業
の
援
助

を
乞
ふ
事
こ
な
ぜ
リ
。
編
纂
の
主
な
ろ
目
的
は
郡
内
の
地
誌
及
び
古
栄
の
民

政
澹
革
を
記
銘
し
以
て
施
政
の
彦
蓼
に
蜜
琶
ん
こ
す
る
者
砿
る
が
，
其
菓
業

を
第
一
、
明
治
維
新
以
荊
の
郡
内
吏
料
の
蒐
集
亜
に
齢
資
、
第
二
、
東
京
史

料
編
纂
掛
其
他
に
於
け
る
臭
料
の
酊
．
集
、
第
三
執
筆
の
順
序
を
以
て
進
行
ぜ

し
む
る
こ
ご
、
・
し
、
　
昨
年
十
目
月
よ
り
一
翼
六
ヶ
醒
月
面
凱
・
し
て
郡
内
の
史
料
蒐
集

及
實
地
藤
野
の
結
果
、
郡
内
の
史
料
U
維
新
の
際
多
く
散
漫
し
て
、
鎌
倉
峙

代
末
期
以
菌
り
も
の
ほ
殆
ご
存
す
る
こ
¢
な
く
，
そ
れ
以
後
ご
雌
も
鹸
り
多

京
都
府
の
史
蹟
調
査
纂
業
　
京
都
皮
蹟
會
夏
期
講
演
會

第
四
號

一
七
一
　
（
七
二
三
）

”



第
一
一
巻
　
　
彙
　
報
　
　
氷
上
郡
志
編
纂
概
呪
　
桑
原
博
士
増
繍
「
菓
蓮
支
那
記
」
批
詳
補
遺
第
四
號

　
く
を
塞
む
べ
か
ら
ざ
る
の
窟
”
襟
な
り
・
し
が
、
　
脚
貰
楠
副
耳
沓
…
に
㌧
於
イ
・
は
レ
　
一
斑
を

　
郡
四
地
勢
上
交
通
路
の
關
係
よ
り
し
て
菓
灘
、
西
都
　
西
北
蔀
、
棄
南
部
亡

　
夫
れ
夫
れ
人
情
風
俗
等
に
於
て
差
異
あ
り
、
東
都
は
京
都
．
東
南
瑞
は
大
坂

　
前
部
は
播
越
、
西
北
部
は
但
馬
の
影
響
を
轟
く
る
こ
ご
多
く
、
之
等
の
影
響

　
拭
中
央
部
の
學
野
に
於
て
融
合
ぜ
る
も
の
あ
る
を
知
れ
り
，
古
墳
に
．
郡
円

　
一
二
ヶ
村
を
φ
除
く
外
殆
ん
ご
至
る
麺
に
散
在
ぜ
る
が
、
中
に
も
沼
蝦
村
の

　
内
油
利
の
買
塚
及
び
佐
野
、
小
川
杖
の
内
岩
屋
及
び
野
坂
、
生
郷
村
の
内
北

　
野
響
の
群
錐
軍
古
謡
棋
亜
に
強
マ
冊
｝
村
の
”
囚
氷
上
の
山
［
上
士
口
墳
に
潅
日
博
に
領
す
べ
斗
㌧

　
者
な
り
、
然
れ
こ
も
其
の
規
模
小
に
O
て
形
胱
に
於
て
も
三
日
其
の
大
多
数

　
を
占
む
、
其
の
他
吉
見
村
の
方
形
墳
ご
見
る
べ
き
者
、
及
び
和
田
村
の
内
金

　
口
厘
の
十
∴
二
目
等
も
注
意
す
。
へ
｝
マ
も
の
な
”
曾
獲
魔
物
の
多
く
㎞
巨
已
に
散
逸
・
し

　
象
る
も
國
領
村
に
於
て
撰
掘
砿
C
一
口
、
由
夏
川
の
支
流
竹
田
川
の
漕
岸
の

　
吉
墳
よ
り
費
掘
ぜ
し
附
棺
の
如
き
は
特
記
す
べ
・
し
．
金
石
衣
の
類
に
そ
の
激

　
亦
少
く
．
石
彫
当
物
な
ご
も
僅
か
に
南
北
朝
三
代
の
者
二
三
を
見
れ
る
に
過

　
ぎ
す
。
次
ぎ
に
一
二
建
築
物
に
隔
て
も
回
れ
徳
川
時
代
の
も
の
多
く
．
佛
像

　
等
も
優
秀
な
る
に
少
か
り
き
。
本
年
四
月
上
旬
よ
り
は
更
に
約
一
ケ
月
間
東

・
京
に
出
張
こ
、
多
数
の
史
料
を
蒐
集
ぜ
輔
。
史
料
編
纂
掛
交
書
等
に
参
考
ご

　
な
ろ
．
へ
｝
・
も
の
多
数
あ
謡
り
吾
・
o
斯
く
て
飢
入
体
材
料
の
郁
鬼
集
を
終
り
れ
れ
げ
h
、

　
彌
々
七
月
上
旬
よ
り
超
稿
に
着
手
・
し
、
先
づ
全
編
を
隷
説
、
各
親
に
二
分
し

　
更
に
各
読
を
編
年
朗
に
行
政
沿
革
を
記
蓮
す
る
者
ミ
、
紀
事
本
末
的
に
窮
實

一
七
二
　
（
七
二
四
）

を
叙
す
る
者
ミ
，
各
部
落
別
に
読
幽
す
る
者
こ
の
三
に
分
ち
て
詳
読
ぜ
ん
こ

し
、
目
ド
総
説
り
軌
筆
に
從
著
し
つ
・
あ
り
。
、
因
に
徳
川
時
代
の
當
郡
に
領

土
を
有
ぜ
・
し
各
藩
邸
に
就
き
て
藩
政
薬
代
の
史
料
を
蒐
集
で
ろ
こ
亡
、
且
つ

隣
接
昏
郡
の
’
史
料
舶
鬼
昂
巣
は
時
機
を
見
て
こ
れ
を
蓮
行
す
べ
誌
・
計
畑
劃
を
一
取
」
り
、

維
新
後
明
治
時
代
の
駆
治
、
町
村
政
に
就
き
て
は
郡
衙
亜
に
各
誌
村
役
霧
に

材
料
の
蒐
集
を
委
托
し
六
れ
ば
、
最
後
に
於
て
，
こ
れ
等
を
迦
罷
め
ん
計
鐙

な
融
。
〔
座
田
野
二
豊
里
」

　
　
鯵
桑
原
淫
売
増
補
一
，
東
達
支
那
記
」
批
評
の
補
選

本
誌
前
號
揚
載
の
丈
宮
西
士
桑
療
隣
藏
氏
の
墳
補
「
東
雲
支
那
記
」
、
批
評
）

の
補
遺
ε
し
て
同
茂
よ
り
左
記
の
女
φ
．
寄
ぜ
ら
れ
六
り
、
価
て
之
れ
を
掲
ぐ

　
　
蔚
號
に
拐
げ
た
る
拙
編
「
束
競
支
那
記
し
中
に
，
一
四
一
頁
に
、
吾
が
鴛

　
　
は
べ
り
牙
の
レ
ー
ム
梯
森
読
が
、
何
難
誌
に
骸
表
さ
れ
て
居
る
か
知
ら

　
　
ぬ
ご
申
・
し
て
幽
い
血
所
．
そ
の
後
、
曳
力
士
石
濱
純
太
二
君
よ
り
，
右

　
　
は
．
一
九
一
四
蕪
の
｝
。
ロ
葺
9
》
甑
ρ
甑
ρ
き
］
ニ
ー
四
月
號
、
購
九
八
一
五
〇

　
　
〇
頁
に
掲
載
さ
れ
て
居
る
こ
ご
を
注
意
さ
れ
れ
。
吾
が
即
蹴
は
未
だ
指
コ
不

　
　
さ
れ
六
一
誌
を
三
日
す
ろ
機
會
を
稚
め
が
、
不
一
敢
・
．
・
に
石
詰
君
の

　
　
着
意
に
目
し
て
、
感
謝
の
意
を
表
で
る
O
（
大
正
六
年
九
月
九
日
）

ず

●



會「

醗
寄
賂
交
換
書
目

三
唱
牟
二
四

素
材
圃
會

飛
彊
國
申
案
円

熊
野
譜
手
船
（
英
丈
）

國
史
叢
書

考
古
學
雑
誌

史
學
難
誌

歴
史
地
理

東
洋
哲
攣

飛
彊
史
壇

弊
害
研
究

國
學
院
難
誌

　
　
⑳
入

　
　
　
常
盤
　
大
定
氏

　
　
　
　
住
　
　
慶
造
氏

　
　
　
本
圧
榮
次
郎
氏

　
　
　
　
西
村
眞
次
琉

　
　
　
　
國
史
研
究
會

十
、
十
一
　
　
考
古
二
黒

七
、
八
　
　
　
史
畢
會

　七三四七七　　ヨ　　　　 も　　の　　ね

會八K五八八
　　　　　充

日
本
歴
史
地
理
學
會

東
洋
大
上

灘
蝿
史
談
曾

墨
書
研
究
曾

國
韻
院
大
鑑

岩
手
縣
盤
岡
市
縣
立
岩
手
師
腕
學
控
内

　
　
　
　
（
右
紹
介
者
　
原
　
勝
　
鄭
）

愛
媛
縣
立
松
山
商
業
學
校

　
　
第
二
巻
　
　
會
・
報

菅
野
義
之
助

羽
　
田
　
又
永

　
　
　
　
（
右
紹
介
者
　
玉
泉
　
大
梁
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

東
京
市
本
郷
腿
西
片
町
十
　
ろ
ノ
九
號
　
　
　
　
齋
　
藤
　
隆
　
三

　
　
　
（
膚
紹
介
者
　
岩
橋
小
彌
太
）

　
　
　
翻
命
問
費
領
肱
朕
｛
報
告
ハ
振
替
貯
金
彿
込
の
も
の
に
限
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
山
ハ
蔵
↓
ル
日
仁
二
n
口
論
に
［
受
席
眼
の
分
）

一
金
卍
寛
螂
馴
就
一
体
狙
銭
’
大
正
山
ハ
年
分
）

：谷井岩渡島飯大
森よ田邊幽島西
饒琢厩　：喜喜源
男磨藏轍一一・・廣一

大
野
纒
之
進

友
納
隠
蟹

武
田
　
鵜
吉

挙
泉
　
　
澄

石
濱
純
太
耶

今
村
孝
三

済
水
　
編
市

小
松
倍
一

瀧
田
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